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平成16年度第5回  

運営委員会確認事項  

（平成16年9月17日）  

感染症定期報告に関する今後の対応について  

1．基本的な方針  

運営委員会に報告する資料において軋  

（1）文献報郎、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。 （2）摘の運営委員会において、国内の輸血及び血紛画製剤の使用した個別症例の  感摘発生報馳走期的にまとめた「感染症葡眉事例のまとめ」を運営委員会に提  出する取り扱いとされた0これにより、感摘定期報告に鮒される舶の感染症凝   
生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ  
と。   

2具体的な方法  

（1）感純定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、  次の資料概要を作成し、委員の資料の確離効率的かつ効果的に行うことができるよ  
うにする。 ①冨芸讐芸芸；漂慧喪  

による症例  

は、同一製品毎に報告期間を代表する  

③感染症発生症例報告のうち  

、こととする。ただし、運営委員  
のについては、別途事務局が  
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感染症定期報告概要  

（平成21年12月10日）  
A 研究報告概要  

平成21年6月1日受理分以降  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要  

研究報告のまとめ方について  

1 平成21年6月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2・一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   

」  

漬  



感染症定期報告の報告状況（2009／6／1～2009／8／31）  

新出  
血対 ID  受理日  番号  感染症（PT  ）  出典   概要  文献  

N⊂〉   

ー畠61訴  2009／8／2  
も滋j8   

加熱及び高静水圧の物理的不活化処理法で4株のA聖肝炎ウイル  
∨○×S8ngUinis  

A型肝炎   2009；96：14－19  
る安全性を評価するのにもっとも適した株は、耐熱性のKRM238で  
あった。  

90158  2009／6／2  98238   

1971－2005年の35年間に虎ノ門病院に来院した急性HBV感染患  
者153名および慢性目白V感染患者4277名について5年間毎のHBV       ジェノタイプ／サブジェノタイプを調べた 

JModViro】                  。急性感染患眉劇は35年間  
B聖肝炎                          2008：80：†88ロー  中増加し鰍ナた．慢性感染患者は1988一柑90年が最大であった。  

†884   ジェノタイプは急性感染患者と慢性感染患者で大きく異なった（A、  
8、C型：Z8．8％、10．3％、59．5％vs3．0％、12．31、84、5％）。最近では外国  
のサブジェノタイプB2／B8が増加する傾向がある。   

3  2009 7／29  90387   T帽∩5fus10∩  

B聖肝炎   M8d．2008：18： ヨユ邑 
こ粥j……▼   

00 6 2  90238   

H8VDNA陽性かつ表面抗原（HBsAg）陰性オカルトH8V感染の検  
出感度を上げるために、HBVDNAとHBsAgを同時に濃縮する新規  

VoxS即rgU凧s                  方法を開発した。ニ価金屑存在下でp01rし－1y5inoでコートした磁気  
8聖肝炎                          2008；95：り4一  ビーズを使用し、ウイルス凝▲反応を那重させ、ウイルスを濃縮す  

180   る方法により、H8VDNAとHBsAg土は、最高4－7鰭に濃縮された。  
木方法により、ロAとH8VNATの感度が上昇し、H8sAgEIAを用いて  
オカルトHBV感染者40名のうち27名を検出することができた。   

90158  ZO09／6／2  90238   
日本肝祐学会  日本の首都凰において、HBVの中でも慢性化率の高いg椚OtyP●A   

B型肝炎            第37匡卜東部金  は急速に増加しており、新規日本人キャリアからの二次感染が疑わ  
0－85   れることが急性8聖肝炎症例の検討から明らかになった。   

90158  
2009／8／2  90236   

日本小児感染  
痘学会策40回  

B型肝炎  

E－20  放で父親以外の感染源の可能性があり、祖母からの感染は分子疲  
学的に感染経路を証明できた。  

＝＝－こI言・こ：；1●■  

■●‾●‾ニー乙こ‾コ．‾■’■一■   
90156  2009／8／2  90238   

再生不良性貧血の54歳女性で、初回輸血前検査はHCV抗体陰性、  
第TO回日本血           HCVコア蛋白陰性であったが、 
液学会総会  化したため、遡及調査を開始した．保管検体の個別NATにより、†横  

C型肝炎  

12日   域の塩基配列が一致した。日本で20プールNATヰ人後、初めて確  
㍑された輸血によるHCV感染症例である。   

90158  2DO9／6／2  90238   

日本血液事業  i999年7月－2008年3月までに岨丁で検出された川本のHCV－RNA  
C型肝炎            学会第32国総  

会   がほぼ同数であった。  

；；：】；ゴ：；虫董；：  

90158  2009／8／Z  90238   
AA8BAnnuさl  

E型肝炎   M00ting8nd  リーニングの結果、献血者の約1／8．30DはH〔∨－RNA腸性であった。  
TXPO2DO8   

が、ウイルス血痕は数ヶ月Ⅷ持織した。  
：  

急性白血痢の33應の男性がE型肝炎を発症し、HEV遺伝子検査の  
結集、王檀する時期に同じ病棟lこ入院していた別の∈型肝炎患者  
から感染していたことが示唆された。  

2009：48：373－  
C臣1hfoct Dis  374  

日本全国でÅLT高価のため献血不適となった献血書の血液機体  
に、HEVマーカー（HEV－RNA及び杭HEV抗体）が認められ、いすれ  
のマーカーとも東日本の法が西より高かった．  

2088；48：25¢8－  
Tr8nSfusion  25丁6  

丁帽nSfu与ion  

2008：48：  

SuppJoMOnt  
lO5A  

米国の供血者のヘルペスウイルス8（HHV8）ゲノム陽性串につい  
て、高感度定tRT－PCR法（検出限界8コピー）より884名の機体を  
分析したがHHV8ゲノムは検出されず、健康な供血者におけるHHV8  
陽性率は非欄に低かった。  

ヨーロッパlこおいて報告された人口100万人当たりの新規HⅣ感染  
率は、2000年以降ほぼ2倍となった。2007年は、当甘地城53カ国中  
49カ国から合計哺，8犯例の川∨感染が報告され、エストニア、ウクラ  
イナ、ポルトガルとモルドバ共和国で感染膚が最も高かった。  

Eurosurv8i帖nc  

02008；13（50）：  

19068  

米国で2007年から開始された供血肴に対する丁．G川Ziスクリーニン  
グ検査の緒果、2007年1月29日－2008年1月28日の陽性率は  
1／30．000であったが、受血者には明白な感染症例はなかった．最も  
腸性率が高い地域はフロリダ南部であった。  

AA日8AnnuさI  

M00ti叩8nd  

TXPO2008－3  

0．gOV／cb●r／‘dln  

8／ch8g88．htm）  CBER （http：／／www．fd  
CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒト細  
胞・組織由来製剤のTけp抑080m8肌ヱiが伝播する危険性を低減す  
るための血清学的検査実損についてのガイダンス稟を公私  

ブラジルで2006年l－‖月に発生したアメリカ・トリ／く／ソーマ症のア  
ウトブレイク（178症例）について、洞査の結果、アサイー果実を漬す  
際に、原虫を媒介するサシガメの肌泄物が混入した可能性が考えら  
れた。  

リパノソー  
アメリカ・ト  マ症  

Emsrg lnfect 
Di62009：  
15：¢53－655  

2009／6／柑190251  

リ／くノソー  

アメリカ・ト  マ癌  
ベネズエラでケアヴァジュースの摂取によるアメリかトリ／レソーマ  
症のアウトブレイクが発生し、同学校に通う児壇ヰ7名と教師3名が感  
染。児童3名が死亡。  

m8‖20090406．1  ProMED－  328  
9015引 2009／8／2」gO236  

スペイン、カタルーニヤ血液銀行は、高lノスク供血者におけるシヤー  
ガス痛スクリーニング計画を実行し、供血者集団でT－YP●n080m8  
c和之i（丁．cnJZi）感染の血清学的陽性率を明蓋した．その結果、全体  
の陽性率は0．82郎1770名中1†名）で、最も陽性辛が高かったのは  
ボリビア人であった（†0．21）。陽性者11名中1名は、シヤーガスホ流  
行地域に数年間滞在したことのあるスペイン人であった。非流行国  
の高リスク供血着にT．GrUZiスクリーニング検査を実施する必手性  
がある。  

リ′くノソー・  
アメリカ・ト  マ痙  

2008：48：1882－  
TrarlSfuさion  1888  

gO1561 20【）9／6／2190236  
南アフリカ、ヨハネスブルグで3名の死者を出したウイルスは、暫定  
的に西アフリカのラツサウイルスに近い、醤歯斌媒介性アレナウイ  
ルスであると特定された」遍土盛染症研究所と保健省は共同で、こ  
のウイルスが体液を介してヒトからヒトに感染するため、「愚書の書  
捜に特別な予防的拷tが必要である」との■明を発表した．3名の  
死因を確定するには更なる檎査が必要である。   



感染症（PT）  

．受理日 2009′8／28  200g／6／18  

日本評内の前立腺がん患者都側の血清のうち2例からG叫に対す  
る特異的抗体反応が眩められ、そのうち1例からは×MRV  
（Xono廿opicMuLV－r●btodvれl壬）抜酸を檎出した．また、献血者120  
例中5例でもG叩に対する特異的抗体反応が認められた。日本圃内  
の前立腺がん患者集団中にもXMRV感染が存在することが示唆さ  
れた。  

カリフオルニア如こおけるコクシジオイデス痘の報告数及び入胱赦  
は2000～2008年の間毎年増加しており、1995－2000年の8倍以上  
（8／10万人）となった。米国のコウシジオイデス痘全体の約㈹明を占  
めるアリゾナ州でも同様で、2008年には5．535例く引／lO万人）と増加  
している。米国全体でも、柑98年の1．897例から2000年には8．9け例  
（8，97／10万人）に増加しており、旅行地への坊間や居住歴のあるイ  
ンフルエンザ様痘欄や肺炎、播檀性感染庇の鳥看では本痘が鑑別  
されるべきである。  

CDC／Tr8V0lor＄一  
帖柑kh2009年2  
月4日  2089；58：105－  CDC／MMWR  109  コクシジオ イデス痘  

N8WYorkの82歳の男性は、シカダニウイルスに感染したシカダニの  
噴傷後に馳洗脳炎で死亡した。これまでシカダニウイルスのヒト感  
染は報告されていないが、この症例はシカダニウイルスが致命的脳  
炎の原図でありえることを示している。  

NEndJIdod  
2009；380；  

2099－210丁  

；；；；こ：●＝く；；；    コレラ  

2009／¢／25  
ジン／けエ保健当局からのコレラアウトブレイクの報告。2008年8月  
288から2009年1月31日≠でに81．304例の感染疑い、8．柑1例の死  
亡。また、ボツワナ、モザンビーク、ケニヤ、・マラウイ、ナミビナ、ナイ  
ジェリア、ギニアビサウ及びトーゴといった周辺瓦からも発生が報告  
されている。  

2009／丁／10   CDC／TrさV0lor8  
Hod几h2009年2  
月4日②   

PLoS  
PathoiOn与  
2008；4：  

01000455  

ProM【ロー  

m●i120090129．0  
ヰ00  

2008年に闘アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて、  
30年ぶりに新規の旧世界アレナウイルスが分離された。先見された  
地名（しusdkさ．Joha…○めur■）より、LLdovi印さと命名された。  

ウイルス感  
染   

i；；；；；三：；■：   

ウイルス感  
染  

／くべシア症  

如09Fob23；  
N甘〝Y【血C托y．  

D叩a止montof  

H拍Ith  

ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡や奇形を起こすこと  
が知られているが、疫学的データから、ヒトにおいても子宮内胎児  
死亡に髄達していることが示唆された。  

2008年8月以降の○ケ月臥ニューヨーク市に椒．1てヰ血聞達／くべ  
シア痘の報告急増。市衛生局は医檀徒事著に対し、8ケ月以内に輸  
血又は臓器移欄の既仕度があり．発熱／溶血性貧血を呈する患者  
の鑑別診断に／くべシア痙を考慮するよう勧告した．  2009／8／之  

ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけて、229人のラッサ熱  
感染疑い患者が報告され、30人が死亡している。また、2008年12月  
－2009年1月に、感染疑い患者應び感染確定患者はそれぞれ60％  
及び8ロ％増加している。  

m扇I2009D218．0  

ProMEロー  669  

ウイルス感  
染  

ウイルス性  
脳炎  

｝：；；；；；：；；：  

輸血を介したバぺシア虚死亡例の報告。柑98年の1例以僻しばらく  
無かったが、2∞8年い－10月にはFDAに5例が報告された。生物学  
的製品逸脱報告サマリーでは、過去10年Ⅶlこパベシア虚聞遭報告  

シア離  

AA88AnnuさI  
M00ting抑d  
mPO2008－2  

◆ 1  バベシア症  

2009／7／10  

米国ウェストバージニアで妊袖における初めてのラクロス脳炎ウイ  
ルス（uCV）感染が且つり、その後、分娩時の臍帯血からuCV抗  
体が検出され垂直感染が凝われたが、出生後8ケ月までLACV感染  
兆候は見られていない。親が子の血清検体採取を拒否しており感  
染は確定できていない。  

CDC／MMWR  
2008：58：4－7  

A8C  
Nowslo快Or  
No．38 2008年  
相月1了日  

バベシア感染に関して、FDAは供血智及び生血暑の死亡報告を  

0  血統乙5～7過で症状が進よし、輸血後2ケ月以内に死亡した。  
C＝nlnfoctDis 2009：48：Z5－8  

バベシア症  

2008年9月に、イタリアで何年かぶりにヒトのウエストナイルウイルス  
（WNV）脳炎が2例報告された。1例目はFo汀8柑と80lo卵の間に住  
む80歳代の女性、2例日はFonn汗tに住む80代後半の男性であっ  
た。また、ウマ8蹟とトリ13羽でWNV感染が確佗された．WNV髄膜脳  
炎の積栖的サーベイランスプログラムが開始され、当臨地域で供血  
者スクリーニング用NATが導入された。また、当故地城lこ†日以上  
滞在したことのある供血者をZ8日間供血延期する措置がとられた。  

オーストラリア赤十字は2005年一月から、マラリア感染のリスクのあ  
る供血者に射し、従来の医療歴・渡航歴の収れから、リスクヘの1  
羅を特定した暗から土佐4ケ月間のマラリア抗体のスクリーニンケを  
実施する代替戦略を中人した地異、既存の供血利こ由来する輸血  
可能な製剤の≠造効率は暮しく向上し、輸血伝糟マラリア症例の報  
告もなかった。  

AA8BAnハリさI  
M00ting■nd  
mPO2008－4  

AmJTropMod  
Hyg2009：80：  
215－217  

イルウイル  
ウエストナ  ス  

之009／8／18   
1997年より捜四千はヒドロキシクロロキン及びプリマキンを用いた予  
防的化学療法を実施し、マラリア愚書の急増を防ぐことができたが、  
調査登録患者一朗名中2名にクロロキン耐性Pla抑OdiumvMはを確  
認した。  

CDC（http：／／w〝  

W．Cdc．gov／nGid  
od／dvbid／wostn  
ilo／さUrV＆GOntrO  

IC8SOCountO8d  
ot扇lod．htm）  

ウエストナ  
イルウイル  
ス  

20ロ8年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は48州から  
1356例が報告され、うち88丁例では脳炎や杜膜炎を発症、死亡に  
至ったのは44例だった。  

近年、5書目のマラリア原虫として、サルマラリアであるPl8抑Od山m  
knowl08iのヒトへの感染例がマレーシア及びその周辺において多数  
確隠されており、人事共通感染症の病原体として新興している可能  
性が示されている。  

CDC／MMWR  
2009；58：229－2  

2008年1月23日ヽフィリピンにおいてブタからの感染と考えられるエ  
ボラウイルス・レストン株抗体Ⅷ性雪が確隠され、1月30日、さらにヰ  
例の抗体陽性者が確眩されている。現在まで抗体陽性書の健債状  
態は良好であり、過去12ケ月以内に主だった症状を呈していない。  

WHO（2009＃2 月3日）  
エボラ出血  

米国ミネソタ州の88慮男性が、2007年10月12・一218に手術後の輸 血を受け、敗血症および多醜灘不全をきたした後、10月31日に発熱 伴う急性血板減し 
を小少症を発現、11月ユー5日の血液檎拝から  
PCR及び抗体横査でアナプラズマ丘感染が確認された．血液ドナー  
の1人にんph叫％yb帥ilulれ陽性がP¢R及び肝∧檎董で確認され、血  
液ドナーに感染漕が確礎された初の事例となった．   

コ  



中国安徴省でヒト顆粒球性アナプラズマ症（HGA）と症状が一致す  
る患者は、ZO86年10月30日に発症し、11月5日に死亡した。確定診  
断はされなかったが、発症する12日前にダニに刺されていた。11月  
9－†1日に、この患者の血液および呼吸器分泌物との直接緒触によ  
ると疑われる症例9例が報告され、HGAと確定診断された。中国に  
おけるHGA症例の初めての報告である。  

2005－2008年鹿のCBERに報告された供血緩及び輸血後の死亡例  
概要。2008年度は、受血書72件、供血善用件の死亡報告。受血書  
死亡の内訳は、朋件が輸血関連もの、8件が輸血関連性否定でき  
ないもの、18件が輸血と関連しないもの。微生物感染はバベシア癌  
引牛．St8PhylocoGGUさ8UrOUl、StaphyloGOG¢∪さOPldom舶がそれぞ  
れ1件。05－08年度の微生物感染28件中、10件を／くべシア痘が占  
めている。  

JAMA2008；  
300：2263－Z270  

httpノ／www．fd8．  

gov／cbor／blood  
／fdt山08．pdf．  

第83同日本感  
染症学会総会  
2009年4月23■－  
24日  

平成20年8月、仙台市においでノケッチア症を疑う患者が発生した。  
生検材料を用いたPCRにより鳩性であったが、シークエンス解析に  
より、ロシアや中国の患者から報告されているR両胸明知Wn5isに  
一致した。国内に、日本紅瑠熱とは異なる紅斑熱ケッチア痘が存在  
することが示された。  

減量法として両耳の上部耳介軟サに覆音域治療（StさPli叩）を受lナ  
た16歳の女性が、2週Ⅶ後に左耳の鍼周囲の虹照および圧瘍を呈  
した．膿ヰドレナージ検体の埴tおよび感受性t式験の轄巣、両耳で  
著しい緑膿菌の生書が眩められた。21日間の経口シプロフロキサ  
シシ投与により回復した．外耳軟サは、血流に乏しく特に感染しや  
すい。耳樋が危険な掃膿有感染を起こす可能性があることを医師  
は啄据するべきである。  

AmJInfoct  

Contro12008；  

3¢：602  

An8Pl08mさPh叩OC沼OPh仙mによるアナプラズマ症の本邦初の症  
例。2002～2008年の簡知れで日本紅斑熱が疑われた18例の血餅  
から、2例で、Aph叩OCytOPh仙Mに特異的なpヰヰ／m叩2外膜蛋白遺  
伝子群のPCR産物が検出された。  

日本細菌学金  
策82回総会  
P2－†82  

－  

全血血小板の細菌汚染リスクを低減させるためには、初流血除去  
及び細菌培養によるスケノーニングが有効な方法であることを示す  2008：48：2348  

Tran与fu6；0∩  2355  

訂本国内の前立場がん愚者∽例の血清のうち2例からG8gに対す  
る特異的抗体反応が経められ、そのうち†例からは×MRV  
（×onotropi¢MuしV－r8厄todvirua）核酸を検出した。また、献血者120  
例中5例でもG叩に対する特異的抗体反応が花められた。日本国内  
の前立腺がん患者丸田中にもXMRV感染が存在することが示唆さ  
れた。  

A桐P如m8Ph8gOG舛OPh仙mによるアナプラズマ痘の本邦初の症  
例。2002～ZOO3年の高知県で日本紅放熱が牲われた柑例の血餅  
から、2例で、A．ph叫OGytOPh仙mに特異的なp4ヰ／爪印2外月嘉ま白遺  
伝子群のPC：R産物が検出された。  

日本細菌学金  
策氾回給金  
PZ－182  

0tE  
（http：／／帆WW．Oi  

0．int／8ng／info／  

on．88bmond0．ht  
汀L〉  

0陀  
（httpノ／www．0i  

0．int／もn8パnfo／  

on＿8Sbru．htm．）  

9015812009／6／18  

米毘。ルーチンの細副書暮スクリーニングを実施したプール血小板  
の輸血を受けた患者が、C拝送組球菌感染症により死亡した。遡及  
調査の縮果、無症候性の供血者が原因と考えられた。現在の検査  
法の限界を示す報告。  

柑89年から2008年までに、世界各風（英国を除く）から国際獣疫事  
務局（OIE）に報告されたBSEの報告劇である．  

■■  
諭柏餅証dさク己7†i  

2009／丁／28  
1g87年以前から2008年までに、英国から国際獣疫事精局（0陀〉に  
報告されたBSEの絶告である。  

50代後半の男性が右母指のウオ／メをカッターで自己切除したとこ  
ろ黒蜜し、その観取は急速に拡大。石下肢の膿脹が起こり入院。右  
母指には悪臭と壌痕を伴う量度の蜂巣炎、×紋所見で右大腿鰍こ  
ガス條を眩めた。StroptoGOCCUSdysg8l8Gtj808Ubsp．dy叩l8Gti拍に  
よる初めてのヒト感染例と考えられる。  

学会策57回総  
日本化苧環法  会 201  

’占∂う話「●■盲d占畠ン沼  

本における柑9g～2008年の期間にCJDサーベイランス委1会に登  
録された患者について分析した．その縮黒、8CJD発症前に施行さ  
れた医学的処置によりブリオン痛が感染した虹拠はみつからなかっ  弧尭性CJD（scJD）と医学的処鷹との瑚凛性を解明するために、日    た。  

Ernorgtnfoct  
D薩2009；†説  
265－271  ProMED－  

m扇120090402．1  

272  

βMJ2008；337：  

828ZZ  

サンパウロ奥地において2009年2月より黄熱が流行しており、その  
中で母子感染が確眩された。初の黄熱の母子感染報告である。  

90156【 2009／6／2  
欧州における2008年の感染症の発生報告はクラミジアが最も多く、  
以下、ランプル鞭毛虫痘、カンビロ／くクター痘、サルモネラ癌、結  
核、流行性耳下級炎、淋病、C聖肝炎、侵乳性肺炎球届疾應、HIV  
の順であった。  

オーストリアの39歳男性が感賞異常などの神種痘状で入焼後、急  
速に悪化し、4ケ片撞に死亡した．組織学的検董で鴻綿状変化、神  
経細胞脱落及びグリオーシスが、免疫組織化学的検査でぴまん性  
シナブティックな異常プリオンの沈着が見られ、CJDと診断された。  
また患者のPRNPは†29Mot－Motであった。息書は22年酌まで死体  
由来のヒト成長ホルモンくhGH）製剤治療を受けており、医原性リスク  
が眩められるため、孤素性若年性OJDの可能性も否定できないが、  
WHO基準により確定底原性CJDと分類された。  

Nourosurg  
P＄yd雨trY  
2008；79：229－  JNour01    231   

2007年度のC8ERに報告された供血後及び輸血後の死亡例概要。  
受血者76件、供血者l一件の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52件  
が輸血関連もの、†1件が輸血関連性否定できないもの、13件が輸  
血と関連しないものであった。  

http：／／ww．fda．  
gov／ebor／bl00d  
／f8ta107．pdf．  

Tr8n5fusion  

Epub2009山n  
5  

●さ∂う甜‾‥盲d由ンもフざ   

クロイツフェ  
ルト・ヤコブ  
病  

米国。輸血のCJD伝播リスクについて．後にCJD発症した供血書38  
例と受血者438例を掴壬。受血舌のうち生存91例、死亡329例、不明  
18例。受血後にCJDを発症した例は特定されす。  

10   



非定型BSE（8A5日に感染した無痘傾のイタリアの乳牛の脳ホモジ  
ネートをカニクイザルに脳内捜檀した。BASE接種サルは生存期間  
が短く、古典的BSEまたはvCJD捷檀サルとは異なる臨床的虞開、  
柏織変化、PrPr08′くターンを示した。感染牛と間じ図の孤荒性CJD  
患者でPrPが異常なウエスタンプロットを示す4例のうち3例のPrPr卵  
に同じ生化学的特徴を認めた。BASEの某畏将における高い爛慣性   
および見かけ上孤発性CJDである症例との関連の可能性が示唆さ  
れた。  

米国での調査研究の緒果は、輸血によるCJD伝播については根拠  
に欠けるとしている．2004年以降、芙孤ではvCJDの輸血による伝  
播が報告され、変■型でないCJDもしくは古典的CJDの伝播のリス  
クについて懸念が高≠ってきた．1995年、米国赤十字社はCDCと共  
同で輸血によるCJD伝播の懸念を評価する詳細な疫学的データを  
得るために、供血後にCJDと鯵断された供血書（CJDドナー）の長期  
後ろ向き鯛董を開始し、CJDドナーの血液成分を投与された受血者  
を特定した。木精黒からは、OJDの輸血による伝播を示す根拠は示  
されなかった。CJDドナーによる異常プリオンの輸血伝稽のリスク  
は、VCJDドナーによる伝播のリスクと比べて顕事に低いことを後押  
しする結果となった。  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  PしoSONE  
之008；3：03017  

ルトヤコブ  
クロイツフェ  病  

Tr8n冨山8ion；  

49（5）：977－984  

2009／¢／18  

英田CJDサーベイランスユニットの統計によると．20卯年1月引計時  
点で＞GJD死亡愚書数総数lこは変化はなく1即例のままヤあり、英  
司におけるvcJD流行は減少しつつあるとする見解に一致する。  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ痛  mai120【〉90108．0  ProMED－  078  
2009／7／28   

2004年にHo●肋Protoct加A‘帥Cyは■桃陳に蓄積されたvcJD関  
連プリオンタンナくク賞の大親機な調査により、無症候性∨¢JD保有  
率を検討するN8ti帥01AnonymouさTi看8∪■Archivo（NATA）を開始。  
既に63000例の■桃腺租織の収集・解析を行っており、100000例ま  
で収失する計圃であるが、現在のところ暢性サンプルは一つもな  
かった。  

2009／8／2  共型クロイ ツフェルト ヤ⊃プホ  
2て〉08：ヰ8：  

S岬PIomont  

Tr8nSfu与ion   33A  

米国での古典的CJDを発症した供血考計35名に由来する血液成分  
の受血書現0名の遡及Ⅵ査の緒黒、弧発性CJDが輸血で伝播する  
証拠は無く、リスクは＞¢JDと比較して有驚に低かった．  

九聖クロイ  
ツフェルト  
ヤコブ病  

2009／¢／2  

症状を示していなかった男性血友病愚者の剖検時に、異常プリオン  
タンパクが確鰐された．この男性は、献血後にvCJDを発症したド  
ナー血塊を含む原料から製造された第Ⅶ国子製剤を使用してい  vcJDと聞達のない疾患で死亡し、生前にvC；JD又は他の神経学的    た。  

R王【モミ：：：王 ‡モ＝持古；；＝ご  

員聖クロイ  
ツフェルト  
ヤコブ病  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブ痍  HPA／Now8  
2009年2月＝日  

ZOO9／6／†8  

1995年から3回／週でⅣIG治療を受けていた81鼠女性は、柑97年1  
月～1998年2月の期Wに、後にvCJDを発症した供血書由来の製剤  
を使用していた。この女性の死亡後、剖4針こより脾臓、リンパ節、脳  
内のプリオン生白を娩暮したが、検出されなかった。  

∨○×SさngUini8  

2009；98：之70  

L；l  

2009／8／2tl   
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1998年に血燥を提供し、その8カ月後にvCJDを呈したドナーの血炸  
由来の第8団子製剤を使用した血哀痛愚老について、この度、検死  
によりvCJD感染が報告された。血按分画製剤によるTSE伝播の可  
能性を示唆する初の報告である。  

異型クロイ ツフェルト・ ヤコブホ  

新型インフルエンザ（‖Nl）の輸血を介した感染可能性について．  
輸血により季節性インフルエンザに感染した例はこれまで報告され  
たことが無く、新型インフルエンザについても報告されていない．現  
時点で、輸血めメリらトは新型インフルエンザの理論的リスクをはる  
かに上回る．なお、血炊分国製剤については製造工粗におけるクリ  
アランスが十分であることが確認されている。  

インフルエ ンザ  
FDA／CBER  
2009年5月7日  

8SEプリオンに対するヒトの感受性についてSNPを解析した．PRNP  
遺伝子座はブリオン病のいくつかのマーカーと全てのカテゴリーを  
通じでノスクに強く間違していた。疾病リスクへの主な寄与はPRNP  
多型コドン129であったが、別の近傍のSNPによってvCJDのリスク  
増大がもたらされた。  

異型クロイ  
ツフェルト  
ヤコブ病  

i■ト；くこ；：；；；  

異型ウロイ  
ツフェルト・  
ヤコブホ   

蚕室墓室…享羞妻…  
事I祭主とニ；；ゴ言   

鼻型クロイ  
ツフェルト・  
ヤコブ痛   

手≦≡……；；；…：  

L鼻nCOt  

Nour0logy  
2009；8：57－8¢  

N8tUr02009；  
ヰ57：1079  

01E  
（htりノ／www．0i  

●．jnt／叩■／info／  

On＿●§bmondoht  
m．）   

2009／4／17米CDCはカリフォルニア南部の小児2例の熱性呼吸欝疾  
患をブタインフルエンザA（HINり感染であると特定した。アマンダジ  
ン、リマンダジンに抵抗性があり、過去に報告されていない園■の  
遺伝子断片の摘み合わせが含まれていた． 
源は不明．  

MMWR之009； 58：ト3  

t近、非定型βS【が日本、カナダ、米臥檀蝕のヨーロッパ樽国で  
発生している。非定型BSEの可能性があるプリオン遺伝子の突然変  
Aは事州や斬西蘭でも発生ナる可能性があり、反飼動物の厳密な  
飼料管理等、将来のアウトブレイクの防止に必要な規制を緩和すべ  
幸ではない。  

中四のブタからヒト様HINlインフルエンザウイルスが検出され、ブタ  
がヒトにおけるパンチミックを引き起こす古典的なインフルキシザウ  
イルス保有宿主である証拠が示された。  

2009；140：85－  ∨れほR朗．  90  
・米臥メキシコにおけるインフルエンザ様疾患について：米国政府  
は米印内の丁人の豚インフル畢ンザ〟HINl確定症例（5人が加レ  
フキルニ7 
亡症例は報告されていない．メキシコ政府は8つの別々の事例を報  
告しており、メキシコ連邦区ではインフルエンザ什疾上が攣がり始 
め．4月23日までに854人以上の肺炎が発生し、うち、59人は死亡し  
ている．  
・豚インフルエンザup血t●3；豚インフルエンザA（H川りの発生状況  
峰刻々と文化しており人20d蝿4月Z7日現を、光弘では嶋症例く死  
亡例なし）、メキシコでは7症例の死亡を含む28虚例せ間ウイルスへ  
の感染が確認された。  
J豚インフルエシザ：∬陣保健規則（之005年）の荒牧立書れた緊急  
事入会が2008年ヰ月2柑、．2回目となる会合を開催した．   

1989年から2008年までに、せ界各隊（英国を除く）から壁際獣疫事  
務局（0IE）に報告された8S【の輯告虻である。  

WHO／【PR  
20D9年4月24  
日一之009年4月  

27日  

WHO／M■di■  
eontr02008年4  
月2丁日  

（ht申ノ／ww〝．0j  
●．inソ●叩パnね／  

●nJめnLht札）  0陀  

新型インフ  
ルエンザ  

異型クロイ ツフェルトー ヤコブ鋼  柑87年以前から200る年までに、英国から函際獣疫事務局（0肥）に  
相告された8SEの報告である。  

コ  



感染症（PT）  

2009／7／17  
新型インフルエンザ（HINl）の輸血を介した感染可能性について。  
輸血により季節性インフルエンザに感染した例はこれまで報告され  
たことが無く、新型インフルエンザについても報告されていない．現  
時点で、輸血のメリットは新型インフルエンザの理柵的リスクをはる  
かに上回る。なお、血姥分野製剤については製造工程におけるクリ  
アランスが十分であることが確招されている。  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

C8ER 2009年4 月30日  

20D9年4月24日、CDCはメキシコでの致死的な呼吸器疾患発症例  
から分職されたウイルスは米国の患者のブタインフルエンザ  
A／HINl株と一致したと発表した。米珊での感染例は現在8例であ  
る。メキシ⊃政府の公式発栽では、メキシコシティーにおいて854例  
以上の肺炎患者が儀生し、そのうち59例が死亡している。  

CIDRAP Now§  

200≦l／04／24  

05・－0も年、08～07年、07－08年の季節性インフルエンザワクチン姥  
檀コホートの保存ベア血清を用いて、新型インフルエンザウイルス  
の交ま反応性苫検討した。柑・糾簸ではっウテン緒檀前に8～9％、  
80蝿以上では33％が交差反応を示した。ワクチン接檀後には交差  
反応を示した例が柑・64簸で之倍程度lこ増え、80鏡以上では全く増  
えなかった。  

MMRW200さ：  

58：52ト524  

2009／8／25  

2809年4月、南カリフオルエア湘辺郡の小児2人がブタインフルエン  
ザA（H川りウイルスに感染した。2症例から検出されたウイルス  
は、来園やそれ以外の盟でも報告されたことがないブタ又はヒトイン  
フルエンザウイルスの遺伝子片を併せ持っていた。いすれの小児も  
ブタとの接触はなく、感染源は不明である。  

新型インフ  
ルエンザ  
（ト‖Nり  

塵葦圭董卓室…圭  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

MMWR200，；  

58：ト3  

新型インフルエンザA（H†Nl）ウイルスは世界中に急速に広幸ってい  
る．／くンデミックの可能性を判断するのはデータが限られているた  
め撤しいが、適切な保険対応を伝えるには必須である。メキシコで  
の大流行、国際的な広がりの早期情報およぴウイルス遺伝的変異  
について分析することにより、感染力と暮症度の早期評価を実施し  
た，  

Si●nC02009；  
10．1128／SCIEN  
CE．1り8062  

新型インフ  
ルエンザ  
（HINl）   

斬聖インフ  
ルエンザ  
（HINl）  

共同通侶HP  
2009年4月28巳  WHOは新型インフルエンザのP叩dom】cA18止をフェーズ4に引き上 げた。  

2009／7／28  

WHOは新型インフルエンザのP即1d飢¶kAlo止をフェーズ4に引き上 げた。  
2009／7／柑  

兵庫県神戸市における新型インフルエンザ（インフルエンザA／HI  
Nl）が疑われる患著発生についての報告。園内t初の新型インフ  
ルエンザ患者が確建された。患者は10代後半の男性。本人に渡航  
歴はない。国正感染症研究所からの検査の鰯巣、A型（＋〉、ヒトHl  
卜）、ヒトH3ト）、新型H†（◆）であったため、新型インフルエンザ（インフ  
ルエンザA／H†Nりが否定でず、新型インフルエンザが疑われる患者  
として神戸市に届出があった。患者は感染症法に基づき、神戸市内  
の感染症指定医欄機伽に入険した．  

厚生労働省 新  
型インフルエン  
ザに関する報  
道発表資料  
2009年5月柑日  
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